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魚玄機と辞再は唐代の閏秀詩人の双壁であるが､森鴎外の同名の小説により､日本では魚玄

機の方が良くその名を知られている｡

唐詩の世界は､男性中心の世界であり､女性の感情が詩あれる場合も､男性詩人の心を介在

して拝べられるのを常とした｡その中にあって､魚玄機の男性を思う愛の詩は､女性の肉声を

そのまま伝えるものとして､一際､光彩を放っている｡

ところで､この魚玄機は十六歳の時より､唐代に盛えた道教の ｢清虚｣(欲望を去った清ら

かな心境)に憧れたと伝えられ､また､後年､女道士となっているのであるが､一面､その詩

に ｢多情は是れ足愁 (言い尽せない程の憂愁)｣と語る如く､恋愛感情の呪縛から脱 していな

いのである｡

小論は､この魚玄機の詩に見える恋愛感情の呪縛と道教的な悟 りとの葛藤の考察を通じて､

魚玄機の実像の解明を目指すものである｡

第一章 魚玄機と森鴎外

森鴎外の歴史小説 『魚玄機』は､大正四年 (1915)七月七日に脱稿､同月の中央公論に発

表され､歴史小説 『寒山拾得』もまた､同じ大正四年の十二月七日に脱稿､翌五年 (1916)

-月の新小説に掲載された｡

この二つの歴史小説1)は､第一として､物語の展開する場所と時代を中国の唐代に求めてい

る点､第二として､詩人に関わっている点､第三として､宗教に関わっている点に共通性が見

られる｡

しかし､一方で､この二つの歴史小説は著しく対照的である｡まず､時代設定で言えば､

『魚玄機』では､唐王朝の衰微して行く晩唐の会昌から威通年間 (841-874)がそれに充て

られ､他方､『寒山拾得』では､唐王朝の興起して行く初唐の貞観年間 (627-649)がそれ

に充られている｡また､人について言えば､魚玄磯は美貌の女流詩人であるのに対して､寒山

は超俗の隠逸詩人であり､更に宗教に関して言えば､『魚玄磯』では道教的世界が措かれてい

る･のに対して､『寒山拾得』では仏教的世界が措かれているからである｡
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両者の対鋲的な有様を具体的に確認する為に､まず､『魚玄機』の冒頭部分を掲げ､次に､

『寒山拾得』の結末部分を取り挙げよう｡

最初に､魚玄枚と道教について紹介する 『魚玄枚』の冒頭部分を引用する2)0

魚玄機が人を殺して獄に下った｡風説はたちまち長安人士の間に流伝せられて､一人と

して事の意表にいでたのに驚かぬものはなかった｡

唐の代には道教が盛んであった｡それは道士らが王室の李姓であるのを奇貨として､老

子を先祖だと言いなし､老君に仕うること宗廟に仕うるがごとくならしめたためである｡

天宝以来西の京の長安には太清官があり､東の京の洛陽甲ま､太微官があった｡そのはか

都会ごとに紫極宮があって､どこでも日を定めておごそかな祭りが行なわれるのであった｡

長安には太清宮の下に幾多の楼観がある｡道教に観があるのは､仏教に寺があるのと同じ

事で､寺には僧侶がお り､観には道士がおる｡その観の一つを威宜観といって女道士魚

玄機はそこに住んでいたのである｡

玄機は久しく美人をもって聞こえていた｡趨疫と言わむよりは､むしろ楊肥と言うべき

女である｡それが女道士になっているから､脂粉の顔色をけがすをきらっていたかという
よそおい かたち かざ

と､そうではない｡平生柾 を凝らし容を治っていたのである｡獄に下った時は敢宗の威

通九年で､玄機はあたかも二十六歳になっていた｡

玄機が長安人士の間に知られていたのは､ひとり美人として知られていたのみではない｡

この女は詩をよくした.(中略)そういう美しい女詩人が人を殺して験に下ったのだから､

当時世間の視聴を聾動したのも無理はない｡

少しく長文の引用となったが､魚玄機の人となりと､道教についての要領の良い紹介である

ので､冒頭部分の大半を掲げた｡鴎外が道教についてやや詳細な説明をしているのほ､中国民

族 (漢民族)固有の民族宗教である道教が､仏教と違って､日本人には馴染の薄いものである

ことを配慮した為であろう｡猶､補足すれば､太清宮などの ｢官｣は大規模な道観を言うので

ある｡一方､女詩人魚玄機の容貌については､詩の師匠温岐 (温庭笥)との最初の出会いの折

の十五歳の魚玄機について､鴎外は ｢温の日に映じた玄機はまさに開かむとする牡丹の花のよ

うな少女である｡｣と形容している｡

さて､次に 『寒山拾得』の結末部分の文殊と普賢にも誓えられる悟道の僧､寒山と拾得の様

子を描写しているところを引用しよう｡

｢はなはだむさくるしい所で｣と言いつつ､道勉は間 (闇丘胤)を厨の中に連れ込んだ｡

ここは湯げがいっぱいにこもっていて､にわかにはいって見ると､しかと物を見定める

こともできぬくらいである｡その灰色の中に大きい竃が三つあって､どれにも残った薪が

まっ赤に燃えている｡しばらく立ち止まって見ているうちに､石の壁に沿うて造り付けて
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つくえ
ある卓の上でおおぜいの僧が飯や菜や汁を鍋釜から移しているのが見えて来た｡

この時道勉が奥のほうへ向いて､｢おい､拾得｣と呼びかけた｡

間がその視線をたどって､入り口からいちばん遠い竃の前を見ると､そこに二人の僧の

うずくまって火に当っているのが見えた｡

一人は髪の二三寸伸びた頭をむき出して､足には草履をはいている｡今一人は木の皮で

編んだ帽をかぶって､足には木履をはいている｡どちらもやせて身すぼらしい小男で､豊

千のような大男ではない｡

道勉が呼びかけた時､頭をむき出したほうは振 り向いてにやりと笑ったが､返事はしなか

った｡これが拾得だと見える｡帽をかぶったほうは身動きもしない｡ これが寒山なのであろう｡

闇はこう見当をつけて二人のそば-進み寄った｡そして袖をかき合わせてうやうやしく

礼をして､｢朝儀大夫､使持節､台州の主簿､上柱国､賜鮮魚袋､闇丘胤と申すものでご

ざいます｡｣と名のった｡

二人は同時に間を一目見た｡それから二人で顔を見合わせて腹の民からこみ上げて来る

ような笑い声を出したかと思うと､いっしょに立ち上がって､厨を駆け出して逃げた｡逃

げしなに寒山が ｢豊千がしゃべったな｣と言ったのが聞こえた｡

驚いてあとを見送っている間が周囲には､飯や菜や汁を盛っていた僧らが､ぞろぞろと

来てたかった｡道勉はまっ青な顔をして立ちすくんでいた｡

ところで､長谷川泉氏は 『寒山拾得』の作品構造に重きを置きつつ､｢『寒山拾得』は､題名

こそ求道の隠士寒山と拾得のことになっているが､主として措かれているのは俗吏闇丘胤の心

理や態度である｡寒山と拾得とは､終末において現われるに過ぎない｡しかも､鴎外の執筆の

興味の焦点は､寒山と拾得の悟道の極致を措 くことにあるのではなく､寒山と拾得の前に展開

される滑椿な戯画中の人物となる聞丘胤にそそがれているのである｡｣と述べて居られる3)が､

やや文字面に拘泥された見解としか思われないOむしろ､田口正直氏が ｢この作の主題は､間

丘胤と寒山 ･拾得の何れにあるとも言い難 く､強いて言えば､閣丘胤によって示される 『盲目

の尊敬』を､寒山拾得と一緒に作者が笑っているとでも言 うはか仕方がないように思えるので

ある｡換言すれば､『盲目の尊敬』者に対する批判と同時に､寒山 ･拾得の高い菟地に思いを

寄せる作者の気拝が描かれていると思うのである｡そして､この作の主人公は誰かと言えば､

それは閲丘胤ではなくて､やはり寒山 ･拾得であると考えるのである｡｣と語って居られる¢

方が作品の本質に接近していると認められるのである｡否､むしろ､『寒山拾得』は､専ら､

否定的媒介たる俗吏闇丘胤を描 くことによって､とりもなおさず､その対極にある隠士寒山拾

得の悟道の境地を表現しようとしたものではなか?たかoこれに対して､『魚玄枚』の方は､

既に斎藤茂吉氏によって纏められているように､｢唐の代の長安の-侶家に､魚玄機 という-
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かたち

少女がいた｡武宗の会昌三年生まれで､玄機はその容美麗であったのみならず､詩作を好み温

飛卿を師とした｡威通元年玄俵が十八歳の時､李億という者の妾となったが､まもなくそれを

やめて､威宜観に入り女道士となった｡観内に道家の修行をしているうち､約-年を経た乾宗

の威通二年の春､忽然悟入して玄機ははじめて真に女子となった｡ついで陳某という青年と相

知り､相親しむこと七年､威通九年の陽春三月､嫉妬のために緑勉という稗を殺し､立秋のこ

ろ法によって斬に処せられた.時に玄機は二十六歳であった.5)｣と全篇､魚玄機についてひた

すら語って間断がない｡そして､ここに ｢道家の修行をしているうちに｣｢悟入｣した という

のは女性としての肉体の目覚めをいうのであって､精神的な悟道ではない｡『魚玄機』の中で

｢温ほこの (魚玄機の--筆者補足)詩を受けて読むごとに､語中に聞入の柔情がようやく多

く､道家の逸思がほとんどないのを見て､いぶかしげに首を傾けた｡｣と語られている如 く､

魚玄機は肉体より発する柔情に呪縛されているかに措かれているのである｡つまり､『魚玄機』

は､ひたすら魚玄機を措くことによって､魚玄政の迷妄の世界を浮き彫 りにし､一方､『寒山

拾得』は､もっぱら寒山 ･拾得を措かないことによって､寒山･拾得の悟道の境地を言外に現

出させたのであると言えよう｡

既に引用した 『魚玄機』の冒頭部分と 『寒山拾得』の結末部分から暗示されるように､『魚

玄機』の世界は､脂粉の芳香の弄う極彩色の蒔絵のような有情の世界であ り､他方､『寒山拾

得』の世界は､俗塵の臭気を超越した無彩色の水墨画のような無情-非人情の世界であり､そ

こには､東洋思想の範噂における有と無の対照があるのであるO

有と無の対照､.････.それは､『魚玄機』と 『寒山拾得』における詩の取 り扱いにも顕著に見

られる.周知のように､魚玄機には､『唐女郎魚玄模詩』に載せられる約五十首の詩が存 し､

これに対して､寒山には､『寒山子詩集』に約三百首が載せられており､古 くは､寒山､拾得

と今一人の僧､豊千の詩を並べ収録した 『三隠詩』が存した｡鴎外が寒山の詩を熟知していた

事は､その 『寒山拾得縁起』の中で､寒山の詩についで子供に訊ねられた鴎外が ｢私は取 りあ

えずこんな事を言った｡床の間に先ころ掛けてあった絵をおぼえているだろう｡唐子のような

人が二人で笑っていた｡あれが寒山と拾得とをかいたものである｡寒山詩はその寒山の作った

詩なのだ｡詩はなかなかむずかしいと言った｡｣と述べている点からして､言う迄もないこと

であるが明白である｡ところが､鴎外は､『寒山拾得』の中で､拾得 ･豊千の詩は勿論､悟道

の境地を歌 う作品を含む三百余首を数える寒山の詩を一首も引用していないのである｡これは､

『魚玄磯』の中で､六首の詩を引用して､彼女の折に触れての心情を措写しようとしているの

と､やはり対鮭的である｡例えば､鴎外が､魚玄機が詩の師匠温庭簿との初対面の折､魚玄機

が ｢江辺柳｣の詩題を課されて詠んだと設定した詩は次のようなものである｡

既得江辺柳 江辺の柳を賎し得たり
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翠色連荒岸

畑姿入違楼

影錦秋水面

花落釣人頭

根老蔵魚窟

枝低繋客舟

斎薫風両夜

驚夢復添愁

翠色 荒岸に連なり

煩姿 遠楼に入る

影は鋪く 秋水の面

花は落つ 釣人の頭

板老いて 魚窟を蔵し

枝低れて 客舟を繋く†

粛粛たり 風雨の夜

夢を驚かしてまた慾を添う

この詩については､清の黄周星は 『唐詩快』の中で､首堺について､｢『翠色』の両句は､情■景供

に絶まれり｣といい､明の鍾怪は 『名媛詩帰』の中で､嶺聯について､｢『影鋪』両句､倶に妙なる

は､神気静かにして､語気朗らかなるに在り｣と述べている｡また､この詩の尾聯末尾に用いられ

る ｢愁｣の語は､魚玄機の詩の中に頻出するものであるがその詳細は第三章で論じたい｡

それはともかくも､鴎外は 『魚玄機』の中において､ここぞと思われる所に魚玄鹿の詩を鮎綴し
くま

て､彼女の心情の曲までを措き轟そうとしている｡一方､『寒山拾得』は三島由起夫が ｢『寒山拾

得』は､東洋の古い神仙需であるが､それにとどまらず､深い暗示的手法によって､終結部で超人

間的な世界を急激に衰者の目前にひろげ､その世界を垣間見たと思ふときに､小説は終ってしま

ふ｣と語っているも)ように､結末の部分で寒山の情人の鏡地が現出されるのであるが､鴎外はこの

作品の中で､寒山の詩を用いずにその悟人の境地を語っているのである｡換言すれば､鴎外は魚玄

機の心境をひたすら語ることによって語り､寒山の心境をひたすら黙することによって語っている

のだと言えよう｡両作品の間にはまた､語と黙との対照もあるのである｡

さて､『魚玄機』と 『寒山拾得』に関して､今一つ対照的な事柄は､『魚玄機』が長期の綿密な用

意によって書かれたものと見られるのに対して､『寒山拾得』は極めて短期に一気珂成に書かれた

と見られることである｡

『魚玄磯』は既に述べたように大正四年 (1915)の脱稿であるが､鴎外が魚玄故の詩集を歌人

の佐佐木信綱氏 より贈られたのは､ずっと以前で､明治三十七年 (1904)二月十日付の同氏宛

の書簡には､｢御寵贈ノ詩集今日一読任侠｡ソノ付録ヲ見レバ､作者-別品ニテ女道士兼芸者 トイ

ウヨウナ人物ナルこ､ソレガマタ妖妬デ別品ノ女中ヲ殴チ殺シ､獄二下リクリトアリ､実二芝居ニ

デモアリソウナ珍事ニテ面白ク存ジ侯｡｣と述べているから､ほぼ11年程の間､このテーマが鴎外

の心の･中で温められていた事が知られる｡これに対して､『寒山拾得』は､鴎外が 『寒山拾得縁起』

の中で､｢私はちょうどその時､何か一つ話を書いてもらいたいと頼まれていたので､子供にした

話を､ほとんどそのまま書いた｡いつもと違って､一冊の参考書をも見ずに書いたのである｣と言

っており､その一気珂成の作である事が推測される｡斎藤茂吉は､同じ作家としてのライバル意識
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もあったのであろうか､これに対してかねて疑問を抱いていたようであるが､一日それが氷解

した時の事を次のように書いている｡｢この黄金をのべたやうな､荘厳の気をおこさせるや う

な好短篇が､作者のいふやうに､一気に書けるものかどうかといふ疑もないことがなかった｡

然るに昭和十一年四月になって､計らずも作者の日記を見せてもらふ機縁があった｡･--(中

略)(その日記の大正四年)十二月五日の候に､『高瀬舟を草し畢る』とあり､十二月六日の候

に､『高瀬舟を瀧田哲太郎に付与す』とあり､十二月七日の候に､『寒山拾得を草し畢る』とあ

る｡さうして見れば､役所から帰られてから､一晩或いは二晩で草し畢られたことが確実であ

る｡鳴呼､燕雀は､私で､鴎外は鴻鵠であった7)｣と｡このように､『寒山拾得』は誠に一気

珂成の作であったのである｡鴎外は､寒山の詩をそれ以前に熟知していたのであろうが､一転､

『寒山拾得』は､仏教の悟 りの境地を端的に表現する作となった｡綿密な用意と一気珂成､こ

れも 『魚玄機』と 『寒山拾得』の対照的な点である｡

第二章 魚玄機と道教

さて､本章では､魚玄機と道教との関わりについて述べる｡第-章に引用した鴎外の 『魚玄

機』の冒頭部分における唐代の道教についての記述は､ほぼ正確で､魚玄機が威宜観の女道士

であったことも事実である｡

但､鴎外は､道教との関連で種々の虚構をなしている｡その甚しい例は､次の下りである｡

当時道家には中気裏術というものを行なう習いがあった｡毎月朔望の二度､あらかじめ
もの1.ヰ

三 日の斉をして､いわゆる四日四鼻孔うんぬんの法を修するのである｡玄機はのがる

べからざる規律のもとにこれを修すること一年余にして忽然悟入するとこ.ろがあった｡玄

機は真に女子になって､李の林事にいた日に知らなかった事を知った｡これが威通二年の

春の事である｡

実は､これは､魚玄機のことではなく､鴎外は別のモデルの話を組み入れている｡そのモデ

ルとは､『魚玄機』の書かれた当時の女性解放運動の旗手､青踏社の平塚雷鳥 (明子)である｡

それは再び斎藤茂吉の言を借 りれば､｢(『魚玄磯』が書かれた)丁度そのころ､平塚明子さん

が､花のやうな虚女時代を通過して､忽然としで哲人した感覚のことを自分の文章で告白して

ゐた.8)｣ということであり､それを鴎外が小説に組み入れたのであるO

ところで､『魚玄機』もその範噂の中に入れられている歴史小説については､在来､日本に

おいて様々な議論がなされている｡

鴎外自身が歴史小説についての立場を告白しているのは､有名な ｢歴史其俵と歴史離れ｣で

あり､そこでは､鴎外は､まず､歴史の ｢自然｣を尊重する姿勢について､次のように書いて

いるO｢七:ぜさうしたかと云ふと､其動機は簡単である.あたくしは史料を調べて見て､其中
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に窺はれる 『自然』を尊重する念を発した.そしてそれを装りに変更するのが厭になったOこ

れが一つである｡わたくLは又現存の人が自家の生活をありの俵に書くのを見て､現在があり

の巌に書いて好いなら､過去も書いて好い筈だと思った｡これが二つである｡¢ ｣ しか し､一

方で､鴎外は､その歴史の 『自然』に呪縛されるのを嫌った｡彼はまた､次のようにも言って

いる｡｢わたくLは歴史の ｢自然｣を変更することを嫌って､知らず識らず歴史に縛 られた｡
いましめ

わたくLは此縛 の下に曝ぎ苦んだ｡そしてこれを脱せようと思った｡｣

菊池寛は､早く､この鴎外の歴史小説について､｢酪外さんの歴史小説は､その手法も題 目

も､あくまでリアルである｡決してウソを書かない｡鴎外氏以後に出た歴史小説は､芥川氏の

ものにしろ､自分のものにしろ､虚構があるo｣と述べている10)｡これは､鴎外の歴史小説が､

史料の中に窺われる歴史の ｢自然｣を尊重している点に注目したものであろう｡鴎外のこの議

論を受けて､石川淳はまた､次のように言ってもいる｡｢自然を尊重するとは､史料の中に没

頭して精神を見うしなふことであってはならない｡歴史上の諸事件をつらぬくものは人間精神

の運動である｡その運動の具体的意味を知る手がかりとして後世に伝-られるものは､随時に

発見採集されるところの部分的な史料しかない｡われわれが虚心に丹念に史料をあつかはなく

てはならぬとは大切なものを逃がさないための用心である｡精神は光のやうなもので､これよ

り速いものはないので､影は文学の中にしか残らない｡いほゆる史料は現象記録である｡ひと

がそこに精神をつかま-たとき､史料は生動するであらう｡11)｣誠に堂々の議論であるが､鴎

外が歴史小説よりもより｢虚心に丹念に史料をあつか｣った＼史伝小説は､一面､斎藤茂吉に言わせ

れば､｢一口にいえば､渋江抽斎以下の文は､生前も､葬後も､文壇の一流創作家等 によって､

余 り読まれてゐないといふことも､一つの特色をなして居る｡12)｣のである｡

従って､歴史小説は､余りに歴史に近づくこと忙よって､歴史記述そのものになって行くの

であって､鴎外が歴史の ｢自然｣に呪縛されるのを嫌って､歴史離れを主張した所以もそこに

あるのであろう｡そしてまた､作家の虚構の入り込む余地もそこにあるのである｡けれども､

一方､服部之総氏が歴史を知らない歴史文学の横行に対して ｢だが､ここで云いたいのは､歴

史家の歴史文学批判が今後もっとさかんに､全面的に､すべての作家と作品にわたって行わ

れてはしいということ､である｡｣と述べている18)ように､歴史離れれ 過ぎた ｢歴史小説｣は

最早､｢歴史｣の名を冠するに値しないのは当然であろう｡つまり､桑原武夫氏の説くように

｢歴史小説はそこに措かれるべき過去の一時代の生き生きとした感覚なくしては成立しない筈

である｡そして生き生きとした感覚をつかむためには､作者がその時代に対する相当正確な知

識をもっているのでなければならない14)｣のであるo

以上､歴史小説に関する在来の議論の一端を見てきたが､これらを踏まえて､『魚玄磯』と
●●

『寒山拾得』について考えると､これらが､｢その時代に対する相当正確な知識｣によって書
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●

かれたと言うことは矢張り認めて良いであろう｡それは､それぞれ､晩唐と初唐にあっても良
●●●●
さそうな話である｡しかし､鴎外の他の歴史小説､例えは､｢大塩平八郎｣などが､寓外の歴

史観による制約を受けているように､『魚玄機』と 『寒山拾得』は､鴎外の宗教観の強い制約

の下にあると思われる｡一般に明治以降､昭和の初め (1868-1930)までの日本の道教研究ヽ

は､儒教 ･仏教と違って日本人には未知な部分の多かった道教を異端的なものとし､儒教 ･仏

教の正統に対立するものと考え､また､道教を好奇の対象として取 り扱う研究が多かった15)が､

醸外の道教観もまた､この時代の日本人の道教観を良く反映しているものである｡また､鴎外

は､｢歴史其轟と歴史離れ｣の中で､｢あたくしの作品は概して dionysisch(ディオニソス的)16)

でな くって､apollonisch (7ボロン的16))なのだ｡｣と言っているが､『魚玄機』は正に

dionysischな作品であって､apollonischな作品の 『寒山拾得』とこの点でも対照的である｡

恐らく､鴎外は道教を異端的なものとして好奇の対象とし,また､その中に dionysischなも

のを見ていたのであろう｡

ところで､鴎外は歴史小説を書く場合､史料の中に窺われる歴史の ｢自然｣を尊重すると言

ったが､『魚玄機』の場合の史料の内実はどのようなものであったのか､道教関係の事柄を視

座の中心に据えつつ､次に中国関係の史料の検討に移ろう.

『魚玄機』が書かれる際に鴎外が依拠した中国関係の史料につし.､てほ､IF魚玄機』の末尾に

リストが掲げられている｡｢参照｣として挙げられているリストは ｢その-｣として魚玄境関

係のものを､『三水中層』『太平広記』『続談助』『唐詩紀事』『全唐詩話』『南部新書』『北夢填

言』『唐才子伝』『全唐詩 (姓名下小伝)』『唐女郎魚玄機詩』､｢その二｣として温飛卿 (庭欝)

関係のものを､『旧唐書』『新唐書』『全唐詩話』『唐詩紀事』『六一詩話』『槍浪詩話』lF彦周詩

話』『三山老人語録』『雲浪斎日記』『漁隠叢話』『北夢墳言』『桐薪』『玉泉子』『南部新書』

『塩蘭集』『全茎集』『漠南其稿』lF温飛卿詩集』と連ねている｡この内､魚玄機関係の十種に

ついて検討する｡

魚玄機関係の十種の史料のうち､『全唐詩話』と 『唐女郎魚玄機詩』の外の史料は､既に西

村富美子氏に指摘のある通り､17) 鴎外が読んだと推測される魚玄機の詩集のテキスト､清の菓

徳輝の観古堂柔刻苦所収の 『唐女郎魚玄機詩』の末尾に附録として葉徳輝の考証も含めて掲載

している史料を踏襲したのに過ぎないものである.但､奥野信太郎氏の説18)の如く∴鴎外はこ

れを綿密に考証したらしい｡

ところで､リストの最初に掲げられる 『三水中層』『太平広記』『続談助』は､全 く別の史料

ではなく､唐の皇甫枚の伝奇小説 『三水中層』が､宋の太平興国年間 (976-984)に李肪等

によって編輯された､漢から五代までの小説集 『太平広記』と宋の晃載之の随筆 『続談助』の

双方に引用されていると言う関係に立つ｡そして､この 『三水中層』の伝記が､魚玄機の伝記
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の中で最も古いのである｡しかし､唐の皇甫枚の 『三水小農』の原書は既に失われており､現

在のテキストは葉徳輝が言う通 り｢三水中層の近世伝うる所はみな萄本なり1¢｣という･状況で

ある｡したがって､『太平広記』と 『続談助』は 『三水中層』の引用文として､一見､同じ重

みを持つと見られるが､この二つは広略甚しい懸隔が存する｡以下､やや煩雑となる･が､『太

平広記』巻百三十､報応頬の緑勉の条と､『続談助』巻三の 『三水中頃』の全文を示す｡

『太平広記』線麹の条

(1) 唐重量盛宴観車重±魚享磯､徴 思乃入狸｡
(A)

(2) 喜読書属文､尤致意於-吟一晩､破瓜之歳､志慕清虚､成通初､遂従冠岐干威宜､而

風月賞翫之佳句､往往播於士林､然意蘭弱質､不能自持､復為豪侠所調､乃従落慶蔦､

於是風流之士､争修飾以求押､或載酒詣之者､必鳴琴賦詩.I"間以諺浪､博学輩自視敢然､

其詩有給阿春望遠､堵徽秋興多､又殿勤不得語､紅涙一隻流､又焚香登玉壇､端簡薩金

閣､又雲情日参争同夢､仙貌長芳又勝花､此数聯為絶臭｡

(3) 一女僅日録勉､亦明慧有色､忽一日､機為鄭院所逝｡
画 - 画 ~ I

(4) 将行､誠勉日､無出､若有客､但云在英虞､機為女伴所留､造基方塩院｡
(C) (C)

(5) 線勉迎門日､適業客来､知鉄肺不在､不舎轡而去臭､客乃機素相席者､意麹与之私､
画

盈塵,張燈后戸｡
面｢

(6) 乃命麹入臥内訊之､勉日､自執巾盟数年､実自検御､不令有似是之過､致件尊意､且

某客至款扉､勉隔閲報云､錬師不在､客無言策馬而去､若云情愛､不蓄於骨襟有年英､

幸錬師無疑､機愈怒｡

(7) 裸而答百数､但言無之｡
i司~~~-

(8) 既委頓､請盃畑 地日､錬師欲求三清長生之道､而未能忘解楓薦枕之歓､反以沈清､

厚誕貞正､麹今必柴於毒手臭､無天則無所訴､若有､誰能抑我彊魂､誓不義泰於冥冥之

中､縦爾津伏､言託｡

(9) 絶干地､焼恐､乃攻後庭塵之､自謂人無者､時威通戊子春正月也｡有問勉者､則日､春
(F) (Fl
雨葬逃臭､客有宴干機室者､困漫於後庭､普疫上､見青蝿数十集干地､駆去復来､詳視

(FI

之､如麺 塵且臥 欝 坦･轟語其農-塵嵐 復語其兄､其罷為府衝卒･旦基金盈盈･脚
壊不蘇､卒深衝之｡

no)匙 ､遮至観門脱伺､見偶語者､乃訪不親緑勉之出入､一衝卒復坪数卒､携鈴具.突入
(G) (G)
玄機院 之､而線勉貌如生､卒遂録玄故京兆､府吏詰之辞伏､而朝士多為言者､府乃表

列上､至秋責数之､在獄中亦有詩日､易求無償賓､難得有心郎､明月照幽隙､清風開短

襟､此其美老也｡

『続談助』巻三､魚玄機の条
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西京威宜観女道士魚玄機､字幼徴､長安侶家女也､色既傾国､思乃入神｡畜一女億､日録

勉､一日機為井所逝､莫帰､勉日､適業客来､知錬師不在､己去桑､客乃機素相匿者､意

麺与之私､ ､琴両軍之､絶干地､機恐､炊後庭､座之､時威通戊子春正月也､_客
(e) (f) '

有宴干機室者､困捜干後庭､普座上､見青蝿数十駆去復来､詳視之､如有血痕､客出語其

僕､僕兄為府街卒､常求金子機､機不顧､卒深衝之､聞之呼教卒､携鋪突入玄機院､発之､

而緑麹兄如生､遂録機詣京兆府､朝士多為言者､府乃表列上､至秋克教之､在獄亦有詩日､

易 求寒贋を 畢得奉闇 控 .

このような煩雑な対照を行なう理由の一つは､『三水中層』の魚玄機に関する′記事について､

西村富美子氏の如く､｢最低の必要事項のみ記した 『続談助』の方が､原型に近いものであり､

『太平広記』の方埠､後日誰かの手で話の具体化､面白味を強化するために､詩人としての面

を語る挿話を追加し､高名な女流詩人の犯罪ということに､事件の内容を手直ししたものと考

ぇられる｡21)｣と論じる方がいるからである｡

但､西村氏の議論は､必要最低限の記事は原型であり､話を具体化し､面白味を強化したも

のは発展型であるという､極めて常識的な論理以外は用意されていないようである｡

しかし､『太平広記』所引のものと 『続談助』所引のものとを対照すると､『続談助』の記事
●●

は､若干の補足的な言葉と文字の異同を除けば､全く｢太平広記｣の記事を出ていないことが

直ちに確認できよう｡従って､西村氏とは全く逆に､『太平広記』所引の記事が原型で､『続談
●●

助』の記事がその節略型であると看倣すことも可能なのである｡具体的を面白い事柄は､必ず､

後から附加されるという論理が一般的に成立しをいのは言う迄もない0

けれども､これだけでは水掛論に終わる可能性があるので､次に西村氏が検討されなかった

『三水小債』と作者皇甫枚について考察してみよう｡

『三水中頃』は､唐の皇甫枚の珠で､宋の陳振孫の 『直斎書録解題』の小説類に､はじめて

｢三水中層三巻｣が掲載される｡その後､明の楊儀に二巻本があり､眺容が嘉靖年間に､それを

写し､奉拝が印刷した｡『天一関書目』に載せられる二巻本がそれで､清になると慮文昭がそ

れを刻して 『抱経堂叢書』に入れ､また院元が銭合の影写による眺本に提要をつくっている｡

そして､､近人の謬茎藻が虞文弱の刻本と 『太平広記』『続談助』『説邪』『説海』を校勘し､ま

た逸文十二ヵ条を合わせ､『雲自在亮叢書』に二巻本として入れている空).この本の内容につ
ことば

いては､院元の ｢三水中層二巻提要｣では､｢神仙霊異の事に捗ると錐も､筆は雅びに詞は明

らかにして､実に垂戒を寓す｣と述べておりu)､｢神仙霊異の事｣を説くのを特徴と見ているO
こまか たず

また､近人の圧砕彊は 『唐人小説｣の中で､｢今､細にその事を梓ぬるに､多く仙霊怪異を紀

すと錐も､しかも毎に義烈に及び､またまた廉廉として生気あり｣と言う｡つまり､この 『三水中

層』の特徴は､｢神仙霊異の事｣､つまり､道教などの神怪な事と､｢生気｣溢れる記述を特徴
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とするのである｡『三水中層』は言うまでもなく､蓑郊の 『甘沢謡』裳餅の 『伝奇』､醇用弱の

『集異記』と並び称される晩唐時代の伝奇小説集であり､『三水中層』の中では､｢飛煩伝｣が

名作として知られる物語である｡そして､そこでは､｢神仙｣｢三清｣｢十洞｣｢仙駁｣等の道教

的辞句が跳梁をする｡

ところで､先に煩を厭わず F太平広記』の線麺の条と 『続談助』の引用の全文を掲げた今一

つの理由は､r太平広記』の引用文に､多く道教的辞句が用いられているからである｡そして､

この点と､｢生気｣ある､つまり､具体的で面白味を有する記述において､r太平広記J所引の

線勉の条は､｢飛煩伝｣はじめ､『三水中層』の他の名作と共通性を有するのである｡従って､

上乗の行論に大過ないとすれば､魚玄機の伝記の初出である 『三水中層』の文は､r太平広記』

所引のものが皇甫枚執筆の原型で､F続談助』の方はその節略型と断じて良いであろうO

『三水中層』の作者皇甫枚は､字を遵美といい､三水 (今の駅西省旬邑県)の人で､唐の敢

宗の成通 12年 (871)には､長安の蘭陵里に居 り､威通末年に汝州の魯山令となり､威通 14

午 (873)､汝州から奉に入り､光啓中 (885-888)､偉宗が梁州に居た時､その行在所に赴

き､その在世は唐末から五代 (晋の天祐七年<910>頃)にも及んだことが知られる｡

そして､『三水中層』では､｢従諌｣｢好兄｣の篇において､威通七年､威通八年の洛陽での

記事を載せ､｢温京兆｣｢越知徴｣では､威通 12年､13年の記事を載せている｡それらの記事

は､恐らく､皇甫枚が親しく見聞をしたものであると解されるが､さすれば､威通9年 (868)

の魚玄機の事件も､皇甫枚が長安において親しく見聞したことを記事にしたものではあるまい

か｡

つまり､｢太平広記｣に引用される魚玄機の逸事は､その時､まさに長安にいた皇甫枚によ

って記されたものと考えられるのであって､それが ｢生気｣あるものとなっているのは当然の

ことなのである｡

ところで､言うまでもなく､唐代の伝奇小説は､六朝の志怪小説と相違して､作者の意識的

な虚構 (フィクション)が用いられた点が特筆されるが､しからば､皇甫枚の魚玄機について

の記事には多く虚構が含まれるのであろうか｡この点を解明するには､皇甫枚の著述に対する

姿勢を検討しておく必要があろう｡そうした際､皇甫枚が､自身で ｢以余有春秋学､命筆削以

備史官之閲｣(<上官は>私に 『春秋』の学問があるので､史料を書くべき点は書き削るべき
きところは削らせて､歴史官の記述の開けている点を完全なものにさせた)と語っていること

が注目されるであろう｡つまり､皇甫枚は､徐士年氏が､『唐代小説選』の注でい うように､

｢皇甫枚的垂術風格､従≪三水中層≫的大部分来着､他是偏重 "史才〝的｣ と述べるように､

自身の歴史家としての才能を尊重していたのである｡｢飛煩伝｣とともに､その名を知られる､

｢温京兆｣､京兆声 (長安の長官)温埠の逸事は､やはり､｢黄冠｣｢裏君｣｢音量｣などの道教
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的辞句を包含する ｢生気｣ある好篇であるが､それは､先に述べたように､皇甫枚の見聞をそ

のままに記したもののように思われるOしかし､一方､皇甫枚は伝奇小説作家として知られて

おり､その才能は ｢飛姻伝｣において如何なく発揮されている｡
●● ●●

言うならば､皇甫枚もまた､歴史家と伝奇小説作家として､｢現実其俵と現実離れ｣の中で

揺動した作家であり､その中で､r太平広記J所引の魚玄枚の逸事は､他の 『三水中頃』の大

部分の作品とともに､自己の見聞を ｢現実其俵｣に記した作品であろうと見られるのである｡

さて､r太平広記.』所引の 『三水中層』に依れば､魚玄機は,｢破瓜之歳､志慕清虚｣とある

通り､十六歳の頃､道教の ｢清虚｣の境地を慕う気拝が起こしたと言う｡そして､｢成通初､

遂従冠被子威宜｣と述べるが如く､鼓宗の成通年間の始め (860頃)長安の威宜観に女道士と

なって入った｡威宜観は､長安の親仁坊にあった女性の為の道観で､その由来については､宋

の宋敏求の 『長安志』巻八に次のように記される｡

蓉宗在藩之第､明皇升極於此､開元初置昭成･粛明二皇后廟､謂之儀神廟､蓉宗升遺､昭

成遷入太廟､而粛明留於此､開元二十一年､粛明皇后､亦村人太廟､遂為粛明道士観､宝応

元年､威宜公主入道､輿大真観換名蔦｡

これに依れば､威宜観は､蓉宗の故宅であったものを､開元21年 (733)に道士の為の粛

明観と為し､宝応元年 (762)威宜公主の入道とともに女冠 (女道士)の為の威宜観と改称さ

れたものである｡

そして､宋の銭易の 『南部新書』に依れば､

長安士大夫之家､入道壷在成宜｡

とあるから､長安のインテリゲンチャの家庭で､女性が道教に入信する場合はすべて成宜観

に入った模様である｡

さて､成宜観に入った魚玄機は､一院を与えられ､道教修行を行なった｡『三水中層』が名

句として引用する､

焚香登玉垣 香を焚きて玉壇に登り
ただ

端簡薩金閲 簡を端して金閑に礼す

の-聯は､道観での魚玄機の生活の-甑を表わすものであるが､そこで､｢玉壇｣つまり玉の

祭壇と対をなしている ｢金閣｣とは､宇島氏が言われるような ｢金｣の ｢宮城の門｣ではなく

て､道教で言う､老子が変化した神格で､『太平経』と深く関わる ｢金闘後聖帝君｣の像を指

すのではあるまいか｡そして､この-聯の意味は､｢香を焚いて美 しい玉の祭壇に登 り､簡
しやく ただ

(茅のこと)を端しく持って金閣帝君の像に敬礼する｣と言うことであろう.

そうした折節､｢清虚｣(欲望を去った清らかな心境)を求めて入道した魚玄機は､

道性欺休雪 道性 練雪を欺き
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辞心笑給羅 揮一㌔ 椅羅を笑う(｢酬李郵夏日釣魚回見示｣)

(道教で説く人間の本性の清浄さは妹や雪を欺くかのようであり､禅定により静まりかえっ

た心は､給羅の華やかさを笑うのである)

と言う語句に窺えるような道教の悟りの競地を垣間見るのであるが､その結末は､妖拓に狂い､

侍女を殺す愚行を犯してしまうのである｡緑勉が死の直前に発したという

鉄肺欲求≡清長生之道､而未能忘解猟薦枕之歓｡(錬師 三清長生の道を求めんと欲する

も､未だ解風薦枕の歓を忘るる能わず)

なる批評が､道教の悟 りの境地を求めながら､遂にはそれが出来なかった魚玄磯の心情を最も

良く表現している｡
おぴだま

因みに､｢解楓薦枕の歓｣とは侃玉を解き凧を薦める歓びという事で､男女の交情の歓びを

言う｡

また､錬師とは､本来は､｢唐六典｣に､

道士修行有三号､其一日法師､英二日威儀師､其三日律師､其徳高思精､謂之錬師｡

と説くように､徳行高く､思索精なる道士に与えられる称号であるが､魚玄政に冠せられてい

るのは､道教修行者に対するやや一般的な称呼としてであろう｡

更に､｢三清｣とは､初唐の孟安排の道教教理書 『道教義枢』に依れば､『太兵科』を引用し

て次のように言う｡

太虞科云､三天最上､号日大羅､是道競極地､妙気本-､唯此大羅､生玄元始三森､化為

三清天也､一目､清徴天玉清境､始気所成､二日､兎飴天上清鏡､元気所成､三月､大赤

天太清境､玄気所成｡

また､同じく初唐の播師正もしくはその弟子の手になると言う 『道門経法相承次序』では､

三清境､従下第-大赤天､第二爵飴天､第三清徴天

右己上名売上三溝､皆是置果極地｡

と述べている｡

従って､｢三清｣とは､道教修行者が悟 りを開いて昇る所の仙境､即ち､清徴天玉清境､兎

飴天上清境､大赤天太清境を言うのであるが､魚玄磯は ｢清虚｣なる心を守って､その仙境に

おいて永遠の生を得ることは遂に出来なかったのである｡

第三章 魚玄機の愛の詩

さて､佐藤春夫は 『串塵集』の中で､魚玄鹿の詩を一首だけとっている｡｢秋怨｣と題する

原詩をまず掲げよう｡

自欺多情是足愁 自ら欺ず多情は走れ足愁なるを
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況嘗風月満庭秋 況んや 風月 庭に滞つるの秋に当るをや

洞房偏与更聾近 洞房偏えに更聾と近し

夜夜燈前欲白頭 夜夜燈前に白頭ならんとす

この詩を佐藤春夫は次のように訳している｡

秋ふかくして

わかきなやみに得も堪-で

わがなかなかに頼むかな

今はた秋もふけまさる
ねや しら

夜ごとの閏に白みゆく髪

また､那珂秀穂氏は同じ詩を次のように訳される5)0

椿する身とはなるなかれ

庭に月澄む秋はなは

時計の音の身にしみて

幾夜むなしく泣き明しけむ

次に拙訳も｡
こころ

うずく情の 遣る瀬なさ
かげ

まして月影 満つる秋
ね や ね

洞房に時計の 音も近く
よ ともしび

夜の灯に 白さ増す髪

この詩に代表されるように､魚玄機の詩には,遣る瀬ない心境を表現する ｢愁｣の語が多用

される｡

清の黄周星の 『唐詩快』は､魚玄機､上官昭容等の閏秀詩人に関して次のように言う｡

嵯乎 ! 世間至難得者,佳人也､若佳人而才､豊非難中之難? 乃往往悌欝流離､多愁砂

歓､甚至横被刑教､不得其死.
すくな

この ｢愁多く歓び砂い｣詩人をその作品に鑑みて挙げれば､魚玄磯に最初に指を屈する事に

なろう｡

その ｢愁｣は､-まずは ｢相思｣と ｢郷思上 即ち､｢男性-の思い｣と ｢故郷-の思い｣に

おいて発せられると見て良い｡

例えば､愛人李子安に寄せる詩では次のように-｢相思｣を歌い､

江南江北愁望 江南江北愁いつつ望む

相思相憶空吟 相思相憶空しく吟う

≪浜江を隔てて (李)子安に寄す≫
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また､｢郷思｣は

郷思悲秋客 郷思 秋客を悲しみ

愁吟五字詩 愁いて五字の詩を吟う
ま

≪友人を期つも雨に阻まれて至らず≫

の如く歌われるからである｡

しかし､『三水中層』に､｢色は既に国を傾け､思いは乃ち神に入る｣と言われ､また､宋の
たくみ

銭易の 『南部新書』では､｢篇什に工なり｣と言い､また､宋の孫光恵の 『北夢墳言』では､

｢甚だ才思あり｣と言われる､絶世の美女にして､入神の詩想と巧綾な詩才を有した女流詩人

魚玄磯の心の大半を占領したのは ｢相思｣つまりは ｢男性-の思い｣であった｡それは､例え

ば､最も直裁的な題を有する ｢閏の怨み｣の作でも

春来秋去相思在 春来り秋去 り相思在 り

秋去春来信息稀 秋去 り春来るも信息稀なり

と歌われているからである｡

この ｢愁｣の詩人魚玄俵は､また､｢情｣の語を多用する｡そして､その中で､注 目に価す

るのは､｢多情｣と ｢含情｣である｡

｢多情｣は男女の情の強さを表現し､｢含情｣は男女の情を遂げようとしつつ､それをこら

えている状態を言う｡｢多情｣は ｢秋怨｣の詩では､魚玄機自身についての告白であったが､

他の三例は､もっぱら､男性の側についての表現である｡例えば､｢人に和す｣の詩では次の

ように言う｡

多情公子春留句 多情の公子 春 句を留め

少思文君董掩扉 少思の文君 重 扉を掩う

これに対して､｢含情｣は､例えば､｢寓言｣の詩では､次の如く用いられる｡

楼上新政待夜 楼上 新放して夜を待ち

閏中猪坐含情 閏中 猫坐して情を含む

そして､｢多情｣と ｢含情｣を魚玄機に引きつけて言えば､｢多情｣な彼女が､男女の情を遂

げようとしてこらえている状況､｢含情｣の状態にあるからこそ､多く､｢愁｣は発せられるの

であろう｡

この ｢含情｣に対して男女の情を解放する状態が ｢政情｣であり､その ｢政情｣の前には､

道教において}元来､純白な人間の本性を養う修行､即ち､｢養性｣を遂げて ｢無心｣､つまり

は悟りの状態になることはしりぞけられ､返って､その情愛の苦悩の海に沈むことが､魚玄政

によって選ばれるのである｡｢愁思｣の詩では､それを次のように歌う｡
な

政情休恨無心友 政情 恨むこと休し無心の友
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養性空地苦海波 毒性 空しく地うつ苦海の波

もっとも､この ｢毒性｣の結果として獲得される安寧の境地,また､その安寧の境地を獲得

した道教修行者の住む仙界のイメージが魚玄機になかったわけではない｡｢光威嘗姉妹三人小

孤､而始研乃有是作,精粋難偉､錐謝家聯雪､何以加之､有客自京師来者､示予困次其韻｣に

は次のように言う.

小有洞中松露滴 小有洞中 松露滴り

大羅天上柳煩合 大羅天上 柳煩含む

｢大羅天｣は､先の ｢三清｣の説明の折の 『道教義枢』の引用からも察せ られるように､

｢三清｣の上にある道教の最高の仙界のこと｡｢小有洞｣は王星山にあるとされる仙界｡王星

山は道教の古来からの聖地であり､盛唐時代の茅山派道教の宗師､司馬東禎- ･彼は玄宗皇帝

の信任を受けた唐代有数の道士であるが- の活躍した所である｡この司馬承横には道教の福

地について記した 『天地官府図井序』が存するが,そこではまず十大洞天について次のように

言う｡

太上日､十大洞天者､慶大地名山之間､是上天遣群仙統治之所｡

そして､この十大洞天の筆頭に挙げられているのが王産山の ｢小有清虚の天｣である｡この

『天地官府国井序』では､次のように言う｡

第-王星山洞

周廻寓里､親日小有清虚之天､在洛陽河陽両界､去王屋県六十里､属西城王君治之｡

この王屋山は魚玄機にとって思い出深い地であったらしく､｢左名場､白沢州至京､使人伝

語｣の詩には､次の如くに歌う｡

閑居作賦幾年愁 閑居して朕を作す 幾年の愁

王屋山前是旧遊 王星山前 是れ旧遊

詩詠東西千時乱 詩は詠ず 東西 千峰乱れ

馬随南北-泉洗 馬は随う 南北 -泉流る

この思い出の王屋山にある道教の聖地､｢小有洞｣､魚玄磯の仙界のイメージは､手近くほ､

この ｢小有洞｣に結ばれ､それに道教の最高の天界 ｢大羅天｣が重なり合わさっていった｡し
もや

かし､それは､松露の滴り落ち､柳の葉が畑のように揺れ動く､豊かな自然の美を見えた所で

あった｡

また､｢錬師に寄題す｣では､悟りを開いた道士の姿を次のように華麗に描き出す｡

霞森勇為衣 霞.綜 葬りて衣と為し

添香出繍梅 香を添えて繍幅を出づ

芙蓉花葉□ 芙蓉 花葉･-･･
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山水吸口稀

駐履聞鴬語

開寵放鶴飛

高堂春陸覚

暮雨正罪罪

山水 披□ 稀なり
き

履を駐めて 鴬の語るを聞き
まか

寵を開いて 鶴の飛ぶに放す

高堂 春陸より覚むれば

暮雨 正に 露罪たり
ぬいと

霞の蘇衣を着て､繍 りカーテンを香を漂わせて出入し､美しい山水の自然の中､芙蓉の花葉

の輝きに囲まれ､鴬の噛 りを開き､自鶴の空に舞うを目にする､そのような超俗の道士は､魚

玄機にとって憧れの対象ではあった｡0

けれども､魚玄故にとって､その仙界や道士や道教の様々な書籍は､所詮は彼女の心を満た

すものではなかった｡やはり ｢愁思｣の詩で歌う､

長者幸音門外有 長老の亭音 門外に有 り

道家書巻枕前多 道家の書巻 枕前に多し

の詩句は､魚玄機の ｢愁｣の前に､道教経典の教えが如何にも無力なものとして詠じられてい

るのが知られる｡

ところで､魚玄磯がその詩の中で､自己の感情を表現する言葉として､｢愁｣の語に継いで

頻繁に用いるのは､｢恨｣である｡

この ｢恨｣は､例えば､自分が男性に生れたならば､科挙の進土の試敵に合格して文名を馳

せたろうと､女性として羅衣に身を覆う運命に対する ｢恨｣S)みとして歌われる場合もある.

｢遊崇異観南楼､暗新及第題名処｣の詩に､

自恨羅衣掩詩句 自ら恨む 羅衣の詩句を掩うを

撃頭空羨棟中名 頭を挙げて空しく羨む模中の名

とあるのがそれである｡

元の辛文房の 『唐才子伝』では､魚玄機にこの詩句のあるが故に､｢その志意の激切なるを

観るに､一男子たらしめは､必ず有用の才あらん｣と魚玄政が男性に生まれなかった事を惜ん

でいる｡

因みに､ここで､科挙の合格者の発表を行なった崇真観は､やはり､長安にあった道観で､

その場所は､東の城壁に近い新昌坊の一隅に位置した｡

宋の宋敏求の 『長安志』第九には､

崇莫観

本､李斉の古宅､開元の初め立つ

と記されている｡

ところで､魚玄機の詩の中では､また､他の詩人の亡くなった妻を悼む詩､即ち ｢悼亡詩｣
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に模擬する作品の中で ｢恨｣の字が用いられる｡これも､矢張 り､運命の最たるもの､｢死｣
訂)

対する ｢恨｣みとして歌われているものである｡例えば､｢代人悼亡 ｣と題する詩では

西山日落東山月 西山に日落ち 東山に月

恨想無困有了期

と語るのがそれである｡

とき よし

恨みつつ想い 了る期あるに困なし

しかしながら､魚玄機は更にまた､自身を待たしておきながら､いっかな姿を見せぬ男性へ

の ｢恨｣みとしても､｢恨｣の語を用いて詩を詠ずる｡｢感懐奇人｣の詩の中で､

恨寄朱弦上 恨みは寄す朱弦の上
こころまか

含情意不任 情を含むも意任せず
さ だめ

と思うままに交情の遂げられぬじれったさを琴に託すその魚玄機の心の中には､やはり､運命

に対する ｢恨｣みが寵められていると見て良いようである｡

さて､魚玄機の愛の対象として､鮮明にその詩の中に登場するのは､｢李子安｣であるが､

『三水中層』では､特定の愛人の名を説かず､宋の孫光憲の 『北夢項言』に至って次のように

説いている｡

(魚玄機)威通中､為李億補関執箕肩､後愛衰下山､隷威宜観為女道士､

魚玄機は威通年問に補閲の位にあった李億の愛人となり､後､李億の愛が衰えて山を下り､

威宜観に所属して女道士となったというのがこの 『北夢墳言』の説 くところであるが､この

『北夢墳言』の所説を本として､『全唐詩』の小伝では,魚玄機は李億の妾となったとか､『唐

才子伝』では､李億の夫人の妖拓が原因で魚玄枚が女道士となったのであるとか述べているが､

これは全て確たる証拠があっての事ではない｡つまり､｢李子安｣の ｢子安｣は､いかにも

｢字｣らしいが､この ｢李子安｣の名が ｢億｣である実証はどこにもないのであるS)o従って､

森鴎外が魚玄機の最初の愛人を ｢李億｣としているのほ､『北夢墳言』等の説に依っているの

で､史実であるか疑わしい｡

しかし､魚玄磯に ｢愁｣の感情をあれ程までに詩句に盛 り込ませたのは､確かに李子安との

交情に依るところが多いのであろう｡

魚玄機の詩の師匠が温庭密 であったことは､魚玄機の最初の愛人が ｢李億｣であったと言

うことに比較すると､より真実味がある｡それは､魚玄機の詩の中に､温庭第､飛卿に贈った

詩が二つ存するからである｡そして､その中の ｢冬の夜､温飛卿に寄す｣の詩の次の-聯､即

ち､

満庭木菓愁風起 満庭の木葉 夙起こるを愁い

透幌紗箇惜月沈 透幌の紗箇 月沈むを惜しむ

の二句は､魚玄磯の ｢愁｣の心の風景をその儀に映し出しているかのようである｡
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魚玄機の詩については､『明本唐百家詩.･･-唐女郎魚玄磯詩集題抜』では､

玄磯､善吟詠美風調.､錐未免渉干多情､而幽柔融雅､右足悲蔦｡

と言い､また､明の徐献忠の 『唐詩品』では､

其詩腕首悲惨､有風人之調､

と言い､更には､元の辛文房の 『唐才子伝』では､

尤工韻調､情致繁縛

とも言われている｡

その詩は､これらの評価が示すように､韻律の調和した､｢幽柔融雅｣(静かでもの柔かでと
いたま

ろけるように雅やか)でありながら､一方で､｢娩荏悲倭｣(しなやかで鮮やかで悲しげで慎し

げ｣であり､その ｢情致｣即ち､情趣は､｢繁縛｣(複雑で飾 りが多い)とも見られるのである

が､他面､その詩に寵められている心情に立ち入ると､｢愁｣の一字に収欽されて行 く趣きが

あるのである｡

魚玄機の ｢愁｣は､李子安と別れてあるとき､刻々と新たに湧き起こる｡例えば､｢国香に

に寄す｣の詩では､

山捲珠簾看 山は珠簾を捲いて看るに

愁随芳革新 慾は芳草に随って新たなり

と説くのが､その間の事情を良く語っていよう｡

明の高検の 『唐詩品棄』では､南朱の劉克笹の 『後村詩話』の次の魚玄機評価を取り挙げて

いる｡

劉言史の ｢成錬師に贈る｣の詩に云う､｢大岸 過却すること三千歳なるに､更に人間に
お そ たぐし､
向いて院郎に魅せらる｣これ女道士なり｡豊れ魚玄機の流か｡

その言う所は､道教の最高の仙界において三千年も過ごして釆ながら､人間世界において男

性に魅せられてしまうoこの女中 は､魚玄機の類であろうかとの意味である0

線麺に殺した罪により､牢獄に下った魚玄機は､その獄中にあって､なお､李子安の事を思

って詩句を綴る.次の詩は､或いは､｢贈井女｣と題し､或いは ｢寄李億員外｣と題するが､

いずれも取り難い｡これは 『三水小贋』に依れば､獄中の詩となっており､今､獄中にあって

李子安に思った詩と見て置く｡その詩には､次のように言う｡

蓋日遮羅袖

愁春瀬起放

易求無償宝

難得有心郎

日を蓋じて羅袖を遮 り

春を愁いて起敗に傾し

無償の宝を求むるほ易きも

有心の郎を得るは難し

獄中に在りながらも､春の季節の遣る瀬なさを ｢愁｣い､なお､｢有心の良Ba)J ､情愛ある男
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性の得難さを欺く魚玄機､そこには､道教の悟 りの境地を垣根見ながらも､変愛感情の迷妄の

世界に呪縛され散っていった閏秀詩人魚玄機の実像が映し出されているのである｡

結 語

飲妹食費志無功 株を飲み垂を食うも志功なし

晋水壷閑在夢中 晋水壷関 夢中に在り

≪情書もて李子安に寄す≫

山路歌斜石窟危 LLJ路 歌斜 石堤危し

不愁行苦苦相思 行くことの苦しきを愁えず相思に苦しむ

≪春情 子安に寄す≫

魚玄機はかくも直裁に情炎の燃え上がりを歌い､恋愛感情による呪縛の苦悩を言葉に連ねる詩

人であった｡

小論は､この魚玄槙の実像を把握するのに､まず､鴎外の同名の小説が､宗教上の閲点より

見るならば､『寒山拾得』とは相違して､悟 りの世界を描くのではなくて､もっぱら､魚玄枚

の迷妄の世界を描いている事を指摘し､続いて､魚玄機の伝記の史料としては､『太平広記』

所引の唐の皇甫杖の 『三水中層』に依るべき事､そして､その中で､魚玄機に対して発せられ

ている ｢錬師 三清長生の道を求めんと欲するも､末だ解規薦枕の歓びを忘るる能わず｣との

批評が､道教的な悟 りの境地を求めながらも､男女の愛の歓びを遂には忘却し得なかったこの

女流詩人の心の葛藤を良く表現していると考え､更には､｢相思｣｢多情｣｢含情｣など､情念

より発する辞句を多用する魚玄枚は,また､何よりも ｢愁｣の詩人としてその名が記憶される

べき事を論じた｡魚玄機の編年的な把握は他日を期して､-まず､摘筆する｡

≪注 釈≫ ≪注 釈≫

1) 『魚玄機』と 『寒山拾得』とを比較対照して論じる研究は､従来､余り多くないようである｡

2)以下の 『魚玄機』『寒山拾得』『寒山拾得縁起』の引用は岩波文庫本に依った｡

3)長谷川泉 『森鴎外論考』参照｡

4)田口正直 ｢鴎外小論- 『寒山拾得』を中心として｣(『論究日本文学』)昭29.ll
5)斎藤茂吉､岩波文庫版 F魚玄磯』の解説参照｡

6)三島由紀夫 ｢鴎外の短篇小説｣(『文芸』森鴎外読本)
7)斎藤茂吉 『鴎外の歴史小説』(『文学』昭11,6)
8)斎藤茂吉 『鴎外の歴史小説』

9) ｢歴史其値と歴史離れ｣は､筑摩版 r森鴎外全集｣に依った｡猶､岩波版全集も参照 した｡

10)菊池寛 ｢鴎外氏の歴史小説｣(『新小説』増刊 ･文豪鴎外森林太郎､大 11.8)
ll) 『石川淳全集』第九巻

12)斎藤茂吉 『鴎外の歴史小説』
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13)服部之総 ｢歴史文学あれこれ｣(F明治維新史』所収)
14)桑原武夫 ｢歴史と文学｣(『朝日新聞』昭17.6.21-25)

15)拙稿 ｢道教と晴唐の歴史社会｣(『道教研究のすすめ』所収)参照｡
16)括弧内の日本訳は筆者｡

17)西村富美子 ｢唐代女流詩人論一魚玄機｣(『四天王寺女子大学紀要｣第6号)参照｡
18)奥野信太郎 ｢鴎外における中国文学の位置｣(『群像』昭23.7)
19)菓徳輝の観古堂嚢刻書所収の 『唐女郎魚玄機詩』に載せる考証を参照されたい｡

20) r太平広記｣所収の線勉の条のアルファベットの大文字の部分と､r続談助j所引のアルファベッ
トの小文字の部分が対応する｡〔例 (A).- (a)〕

21)西村氏前掲論文参照｡

22)皇甫枚と F三水小農』については稿を改めて論じる予定である｡

23)院元 『哲経室外集』参照｡

24)この場合の ｢禅心｣は､仏教用語と言うよりは､それを摂取した道教用語と解するのが妥当であろ

う0

25)那珂秀穂 『支那歴朝閏秀詩砂』参照0

26)松浦友久氏は､｢詩語としての "怨〝と "恨〝- 開怨詩を中心に｣(『中国文学研究』第3期)の
中で､｢恨｣を情況が不可変的 ･固定的な場合に使用されるものとしている0

27)言うまでもなく､西晋の播岳に始まった ｢悼亡詩｣は､中国文学の中で一つのジャンルめいたもの

を形成しているとさえ言える｡

28)宇島島氏の ｢魚玄機 ･醇再｣(『漢詩大系』所収)は､通常の一般向けの翻訳書と相違して､極めて
高度なもので､その魚玄磯についての解説も､その編年による解の解釈も､現段階での魚玄磯研究の

白眉といって良いものであるが､何故か､余り実証のない ｢李子安｣- ｢李億｣をとって居られるの

は遺憾である｡ ＼

また､宇島氏は､『三水中層』の紀年についても疑念を抱いて置られるが､温噂の事はともかくも､

魚玄機の死については 『三水中値』の紀年を採用してもよいのではなかろうか｡

29)温庭簿の文字については､村上哲見 ｢温飛卿の文学｣(『中国文学報』第5冊)参照｡
o 0

30) ｢右心郎｣は F続談助J所引の 『三水小農』では ｢有情郎｣に作るO今は､r太平広記]所引の

『三水中層』に従 う｡
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